
村上市元旦マラソン大会安全対策マニュアル 

 

村上市元旦マラソン大会の事故防止と安全性を高めるため、開催中に発生した事故（疾病や怪

我も含む）の対応及び処置等について、連絡・指揮命令系統の手順を示す。 

 

屋内会場での事故における対策 

大会の屋内会場において、参加者若しくは大会スタッフに疾病や怪我等が発生した場合、発見

者（確認者）は、直ちに救護室（村上体育館ミーティングルーム）で待機している医務係（医師）

に診断及び応急処置を要請する。ただし、軽度の場合は救護室へ移送する。 

※怪我の状態によっては、救急係「市消防本部消防署 53-0119」へ救急車の出動要請を行う。 

 

競技中の事故における対応 

競技中、大会参加者及びスタッフに事故や怪我が発生した場合、負傷者の状態を確認のうえ次

の手順で対応する。 

 

■先導車が負傷者を発見、若しくは連絡を受けた場合 

当該者が重度の疾病及び傷害の場合、直ちに救急車両の要請を行う。その後、医務係へ状況

報告を行う。その他の場合は、医務係（後走車）へ連絡して処置を要請する。 

 （状況によっては、救護室への搬送を後走車に依頼する） 

 

■後走車（看護師乗車）が該当者を発見若しくは連絡を受けた場合 

  当該者が重度の疾病及び傷害の場合、直ちに後走を中止して、救急車両の要請とともに、応急処

置を行う。その他の場合は、無線で医務係へ連絡して処置を要請する。 

（状況によっては、救護室への搬送を行う） 

 

■途中審判員が当該者を発見若しくは連絡を受けた場合 

  当該者が重度の疾病及び傷害の場合、直ちに救急車両の要請を行うとともに、大会本部（53-6311）

へ連絡する。大会本部は状況を確認し、後走車両が現場付近にいると判断した場合は、無線で搬送

の指示をする。 

 

■スタート及びゴール付近、ウォーミングアップ場、駐車場等で事故が発生した場合 

場内での事故については、各スタッフが当該者の状態を確認し本部医務係に連絡する。 

 

■ＡＥＤを救護室及び後走車４号・５号（２台） 計３台を配備する。 


